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令和 4年度（2022年度）第 1回宝塚市人権審議会 会議録 

 

１ 開催日時    令和 4年（2022年）7月 22日(金) 10時から 12時まで 

 

２ 開催場所    中央公民館ホール 

 

３ 出席者     委  員 21名中 19名出席 

          事 務 局 21名出席 

 

４ 協議事項  

（１） 委嘱状交付 

（２） 諮問 

（３） 第３次宝塚市人権教育及び人権啓発基本方針の見直しについて 

（４） 第３次宝塚市人権教育及び人権啓発基本方針令和４年度（2022年度）行動計画に

ついて 

（５） 報告事項     

（６） その他 

 

 

５ 内  容 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

（開会） 

 

（委嘱状交付） 

 

（市長挨拶） 

 

（委員自己紹介） 

 

（事務局職員紹介） 

 

（審議開始） 

 

（会長、副会長の選出） 

 

ご意見等ないようですので、事務局から提案させていただきます。会長

には和久委員を、副会長には日髙委員を提案させていただきます。 

 

（会長、副会長承認） 

 

（諮問） 

 

（会長、副会長挨拶） 

 

これからの議事進行につきましては、審議会規則第 5条第 2項の規定

によりまして、会長にお願いしたいと思います。 

 

 事務局にお尋ねします。この審議会は、原則公開ということとなってい

ますが、本日、傍聴者はいらっしゃいますか。 

 

本日の傍聴希望者はありません。 

 

それでは、議事に入ります。 

はじめに、「第３次宝塚市人権教育及び人権啓発基本方針の見直し」につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 

 （説明） 

 

事務局からの説明に関して、まず、ご質問があればお願いします。 
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委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 根幹になるのが、第６次宝塚市総合計画だと思いますが、資料は提供

していただけますか。 

 

 資料は提供します。 

 

 第１章の主旨のところに関わることになるかと思います。内閣官房で

も言われていることですが、新型コロナウイルスの中で社会にもともと

あった孤独とか孤立の問題がより一層深刻化しているということで、内

閣府の方でも孤独・孤立対策担当室が２０２１年に出来たところです。

今まで以上にこれがより一層深刻化したということと、さらに社会的不

利を抱えている人がより深刻に増えてくる。これは災害もそうですし、

新型コロナウイルスもそうです。そこらへんからくる環境変化、孤独か

らくる例えば虐待の問題や自死の問題などにつながっていることだと

思います。また、他者への SNSの攻撃も含めてそういった社会情勢が生

み出す問題が大きく反映されてくることもあると思うので、主旨のとこ

ろに取組が進んでいるということとそれに対する対応についての記載

を是非ご検討していただければと思います。 

 

加筆させていただきます。 

 

この審議会の対象は一般市民に還元していかないといけないことな

ので、今初めて聞いた人間が今の説明で理解できますでしょうか。常に

市の行政で思いますが、自分たちがわかっているという前提で話が始ま

っていますので、相手に伝えるためには相手が白紙ではという状態を一

考して伝えていただければと思います。 

 

初めての方でもわかりやすいような説明や資料の作成に努め、今後対

応していきたいと思います。 

 

他質問等ございませんか。 

特に、ご意見等がないようですので、続いて、「第３次宝塚市人権教

育及び人権啓発令和４年度（2022年度）行動計画について」事務局から

説明をお願いします。 

 

（説明） 

 

事務局からの説明に関して、まず、ご質問があればお願いします。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

毎年お伝えをしていることですが、いろいろな数値がでてきて、延べ

何人参加したという統計がありますが、延べ何人という人数が多いのか

少ないのかという判断がこの書き方だと出来ません。それを改善しませ

んかという提案を繰り返ししていますが、それを実現できないのであれ

ば、その事情を説明してほしい。 

あるいは、毎回書きますとおっしゃるので、その書き方を人数が増え

なくてもやらなくてはいけないことがあります。やることをやって人数

が増えた方がいいこともあります。だからそこらへんは、事業によって

違いがあると思いますが、この書き方では見えづらいです。昨年もお願

いしたことなので、少なくとも今年度お渡しいただきたいです。 

例えば、３６ページの令和４年度の計画としてボラセン移動カフェを

２か所から４か所へ増やすということの記載があります。これは、ボラ

ンティアセンターの事業の詳細が分からないですが、増えればいいこと

だと思って数字を見ていたのですが、こういう表記がごくたまに出てく

るが、基本的には出てこないということで、そこのご説明をお願いでき

ますか。 

 

事業に対して参加者数が多いのか少ないかについての記載について

は、今後分かりやすく説明をさせていただきたいと思います。 

先ほどおっしゃられたとおり、少なければだめなのかというわけでは

ありませんので、継続実施の意義、少なければ少ないなりの理由を関係

部局に書いていただくようにこちらの方から説明させていただきたい

と思います。 

 

次の会議のときに数字が出てくるということでよろしいですか。 

 

次の行動計画のとりまとめのときにお出しできればと思います。 

 

今年度中の人権審議会で出ますか。 

これをしなければ過年度がずっと出ないままです。 

出せないなら出せないなりの理由をちゃんと説明して皆さんに合意

をいただく方がいいと思います。 

 

数値というのは過去と比べないと数値にならないです。 

そのことを、行動計画の中に記載する方法もあるし、別紙で数値の変

化を出すことが大事だと思います。 

それは各担当課へ照会をしなければならないので、すぐに出来るわけ

にはいかないかと思いますが、出来るだけ早く出してもらえるようにお
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事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

願いします。 

 

成果課題についての項目で、「人権意識の深化を図ることができた。」

「感性の向上を図ることができた。」という文言がたびたび出てくるが、

「深化」とか「感性」という言葉の使い方、「深化」ということでいく

と、どういう根拠でそういった表現をしているのかについて説明が足り

ないように感じます。 

そういう点について、どういった考え方で表現をしているのかについ

て説明をしてもらえればより深く理解できるかと思います。 

 

説明できるようにしていきます。 

 

補足させていただきます。 

先ほどの人権文化センターの記述につきましては、事業を実施した際

のアンケートで「人権意識が深まりましたか。」という設問に対して、「深

まった。」と回答された人の割合が前回よりも相対的に増加していたた

め、深化が図れたと記載しております。具体的に数値を記載できるよう

今後していきます。 

 

他に質問、ご意見などございませんでしょうか。ないようですので、

ここで終わりにさせていただきます。 

関係各課の方々が周りにいらっしゃいますが、指摘があった点につい

て担当課が集約する際に委員の意見を考慮しながら回答していただく

ようお願いします。 

 

 続いて、報告事項についてです。事務局お願いします。 

 

 （直近のモニタリング事業について報告） 

 

 ただいまの報告に関して、質問、ご意見などございませんでしょうか。 

 

 是非この件について、お願いがあります。同じような案件が高槻市の方

にもありました。子どもたちはゲーム機等を持っているので、インターネ

ットに接続してそのような動画を見ることができ、そして実際に動画を見

てすごく傷ついたという出来事がありました。その時は市長・教育長が連

名で削除要請を出しましたが、学校等でもすぐに担任の先生方が対応いた

だきました。法律の関係上削除ができない以上、出たときに学校などの関

係機関等が次の標的になるかもしれないという前提で対応していただきた
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会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

いと思います。その時は学校も地域も動いたおかげで傷が深くならずに済

んだ部分です。初期対応がすごく大事で削除ができない状況の中で、その

ときにしっかりとご対応いただければと思います。 

 

 それでは、その他連絡事項について、事務局から報告をお願いしま

す。 

 

・次回の人権審議会の開催について（12 月開催の予定） 

 

ただ今の説明に対して質問等ございませんか。 

 

前回の審議会の際に、これからアンケートを実施するという話しに

なり、自分のところにもアンケートについての意見を求められました。 

今回の審議会では一切出てきませんでした。アンケートについてはど

うなっていますか。 

 アンケートについて、現在実施中で集計が終わっておりません。小

委員会にて検討課題として挙げさせていただこうと考えております。 

 

他質問等ございませんか。 

特に、ご意見等がないようですので、それでは、これを持ちまして本

日の会議を終わります。長時間どうもありがとうございました。 

 


